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門とは別に設置する必要がある(Christensen,1997; Goold & Campbell,2002; Greenwood & 
Hinings,1993; Smith & Tushman,2005)。既存部門はこれまでの経験の中で、既存技術に効
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率的に対応するための、独自の組織ルーチンや価値ネットワークを形成してきたはずであ














(Christensen,1997; Leonard-Barton,1992; O’Reilly & Tushman,2004)。他方、別の先行
研究は、既存部門がこれまで蓄積した技術を新技術開発へ活かすことが必要であり、その
ためには、両部門で情報を共有させ交流させる必要があると主張するのである(Iansiti, 















































































































































































このような並行開発体制は、DC 型と AC 型の相乗効果を生み、両方の利点を統合し
































































































































































９ 2007年 3月 26日、奥村氏へのインタビューと電子メールでの情報 
１０ 2008年 2月 28日、遠藤氏からの電子メールでの情報 
１１ 2007 年 12月 26日、遠藤氏へのインタビュー 
１２ 2007年 12月 28日、遠藤氏からの電子メールでの情報 
１３ この特許は、９５年の１１月２９日に米国特許商標庁に特許番号５７４０８６として出
願されている。 
１４ このパラグラフは、2007年 3月 26日の長岡氏へのインタビューをベースにした。 
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